
13 ヒートアイランド対策宣言都市・くまがや令和 5年（2023 年）2月　くまがや市議会だより　第70号

　
　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
環
境
産
業

　
常
任
委
員
会

委員長
　沼上　政幸
副委員長
　大山美智子
委員
三浦　和一
小島　正泰
腰塚菜穂子
鈴木　理裕
影山　琢也

熊
谷
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

行
条
例
に
つ
い
て

問　

行
政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
は
、
個

人
情
報
を
特
定
の
個
人
が
識
別
で
き
な
い
よ

う
に
加
工
し
て
復
元
で
き
な
い
よ
う
に
し
た

情
報
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

状
態
に
す
る
こ
と
か
伺
い
た
い
。

答　

体
系
的
に
構
築
さ
れ
た
個
人
情
報
の

集
合
体
の
一
つ
一
つ
の
個
人
情
報
か
ら
氏

名
を
削
除
し
、
市
内
の
住
所
で
あ
れ
ば
、

例
え
ば
、
市
内
東
部
と
い
っ
た
情
報
に
置

き
換
え
る
。

問　

行
政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
の
利
用
に

係
る
手
数
料
に
つ
い
て
、
金
額
は
自
治
体
に

よ
っ
て
異
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
国
が
示

し
た
金
額
と
同
額
な
の
か
伺
い
た
い
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
異
な
る
金
額

を
定
め
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
基
本
的
に

は
ど
の
自
治
体
も
国
と
同
額
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

問　

行
政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
に
つ
い

て
、
漏
え
い
し
た
場
合
に
お
け
る
本
人
へ
の

報
告
や
第
三
者
に
提
供
す
る
場
合
の
本
人
か

ら
の
同
意
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と

に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

行
政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
は
、
個

人
が
特
定
で
き
な
い
状
態
に
加
工
す
る
の

で
、
行
政
機
関
等
匿
名
加
工
情
報
に
な
っ

た
時
点
で
個
人
情
報
で
は
な
く
な
る
た
め
、

報
告
や
同
意
に
つ
い
て
は
定
め
る
必
要
が

な
い
。

問　

制
度
が
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

個
人
情
報
が
利
用
し
や
す
く
な
る
の
か
、
あ

る
い
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
格
に
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

厳
格
に
個
人
情
報
を
保
護
し
な
が
ら
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
法
律
に
基
づ
い

た
共
通
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
て
各
自
治
体
が
運

用
し
て
い
く
の
で
、
一
元
化
に
よ
っ
て
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
が
緩
和
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

問　

市
民
や
市
の
職
員
に
対
し
て
、
新
し

い
制
度
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
伺

い
た
い
。

答　

市
民
に
対
し
て
は
、
条
例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
で
周
知
を
図
り
、
職
員
に
対
し
て
は
、

今
後
規
則
等
を
定
め
、
説
明
会
を
開
催
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

（
庶
務
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
総
務
費
）
に
つ
い
て

問　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る
小

学
校
、
中
学
校
に
お
け
る
光
熱
水
費
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
く
ら
い
の

割
合
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

答　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算

１
億
３
３
３
６
万
円
に
対
し
補
正
予
算
が

１
億
６
０
０
万
円
で
あ
り
、
増
加
率
は
約

79
・
５
％
で
あ
る
。
ま
た
、
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
当
初
予
算
７
５
２
０
万
円
に
対

し
補
正
予
算
が
７
２
０
０
万
円
で
あ
り
、

増
加
率
は
約
95
・
７
％
で
あ
る
。

（
教
育
総
務
課
）

問　

各
施
設
の
光
熱
水
費
に
つ
い
て
、
今

後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
が
中
長
期
に

及
ん
だ
場
合
に
は
、
施
設
の
使
用
料
収
入
と

維
持
管
理
経
費
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

使
用
料
の
見
直
し
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

公
民
館
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
熊
谷

市
公
民
館
運
営
審
議
会
か
ら
、
公
共
施
設

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
公
民
館

が
新
し
い
形
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
利
用

範
囲
を
含
め
て
新
し
い
使
用
料
の
体
系
を

考
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
っ
た
答
申
を
頂

い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
今
後
は

準
備
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
中
央
公
民
館
）

熊
谷
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置
等

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

現
在
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
届

出
の
あ
っ
た
発
電
規
模 

10 

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
の
太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
地
域
ご

と
の
件
数
と
主
な
分
布
エ
リ
ア
を
伺
い
た

い
。

答　

地
域
ご
と
で
は
、
熊
谷
地
域
52
件
、

大
里
地
域
17
件
、
妻
沼
地
域
15
件
、
江
南

地
域
42
件
で
あ
り
、
主
な
分
布
エ
リ
ア
は

山
林
で
、
全
体
の
７
割
を
占
め
て
い
る
。

問　

勧
告
に
従
わ
な
い
事
業
者
に
対
し
、
市

は
事
業
者
名
等
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
内
容
を
国
お
よ
び
県
に
報
告
で
き
る
と

あ
る
が
、
報
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

こ
の
報
告
に
よ
り
、
国
が
当
該
事
業

者
に
対
し
、
事
実
確
認
と
改
善
指
導
を
行

う
が
、
そ
れ
で
も
な
お
改
善
さ
れ
な
い
場

合
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
に
よ
る
認
定

の
資
格
を
取
り
消
す
た
め
、
事
業
者
は
固

定
価
格
で
の
売
電
業
務
が
行
え
な
く
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る 

。

（
環
境
政
策
課
）

委員会での主な質疑

（
次
ペ
ー
ジ
上
段
へ
続
く
）

ヒートアイランド対策宣言都市・くまがや



令和 5年（2023 年）2月　くまがや市議会だより　第70号 14人権尊重宣言都市・くまがや

　
環
境
産
業
常
任
委
員
会
　
　
　委員長
　田中　　正
副委員長
　守屋　　淳
委員
栗原　健曻
桜井くるみ
小林　一貫
野澤　久夫
小鮒　賢二

前
の
ペ
ー
ジ
の

続
き

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
熊
谷
市
熊

谷
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
熊
谷
市
立

勤
労
会
館
）
に
つ
い
て

問　

指
定
管
理
者
の
募
集
に
よ
り
、
２
者

か
ら
応
募
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
当

該
事
業
者
に
決
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答　

現
在
、
指
定
管
理
者
と
し
て
良
好
な

運
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
利
用

者
の
活
動
継
続
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
提
案
に

期
待
が
持
て
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
等
の

理
由
か
ら
選
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
商
工
業
振
興
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
衛
生
費
、
商
工
費
）
に
つ
い
て

問　

ご
み
減
量
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
新

た
に
枝
葉
破
砕
機
を
購
入
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
昨
年
度
と
今
年
度
の
貸
出
件
数
お

よ
び
合
計
破
砕
量
を
伺
い
た
い
。

答　

現
在
３
台
体
制
で
貸
し
出
し
を
し

て
い
る
が
、
貸
出
件
数
及
び
使
用
者
の
申

告
に
基
づ
く
破
砕
量
の
合
計
は
、
令
和
３

年
度
は
66
件
、
２
８
３
７
キ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
令
和
４
年
度
は
11
月
末
時
点
で
41
件
、

１
６
１
８
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

（
環
境
推
進
課
）

問　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
ロ
ナ
」
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
で
地
域
応
援
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
６
月
と
７
月
に
実
施
し
た
際
に
、
利
用

の
多
か
っ
た
業
種
と
少
な
か
っ
た
業
種
を

伺
い
た
い
。

答　

利
用
が
多
か
っ
た
の
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
利
用
が
少
な
か
っ
た
の

は
店
舗
数
が
少
な
い
小
売
専
門
店
な
ど
で

あ
っ
た
。

問　

債
務
負
担
行
為
の
電
子
地
域
通
貨
シ

ス
テ
ム
構
築
事
業
に
つ
い
て
、
電
子
地
域

通
貨
を
導
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
伺
い
た
い
。

答　

使
用
で
き
る
地

域
を
市
内
に
限
定
し

て
消
費
を
と
ど
め
る

こ
と
で
、
市
内
消
費

の
循
環
拡
大
に
つ
な

げ
ら
れ
る
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

（
商
工
業
振
興
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

問　

市
営
本
町
駐
車
場
に
お
け
る
電
気
料

金
に
つ
い
て
、
昨
年
度
と
の
比
較
を
伺
い

た
い
。

答　

電
気
料
金
の
９
月
ま
で
の
平
均
は
、

昨
年
度
比
で
約
１
.

４
倍
で
あ
っ
た
が
、

10
月
以
降
は
、
市

場
価
格
調
整
額
が

加
算
さ
れ
る
こ
と

か
ら
約
２
倍
と
な

り
、
11
月
に
お
い

て
は
約
２
.
４
倍

に
上
昇
し
て
い
る
。

（
商
工
業
振
興
課
）

請
願
第
３
号
「
消
費
税
の
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
実
施

を
延
期
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

【
主
な
意
見
】

賛
成
意
見　
売
上
高
が
１
０
０
０
万
円
以

下
の
事
業
者
は
、
そ
の
多
く
が
個
人
事
業

主
や
小
規
模
事
業
者
で
あ
り
、
消
費
税
の

計
算
の
煩
雑
さ
や
消
費
税
分
を
価
格
転
嫁

す
る
こ
と
が
難
し
い
等
の
理
由
か
ら
、
こ

れ
ま
で
消
費
税
の
納
税
が
免
除
さ
れ
て
き

た
。
今
回
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
に

よ
り
、
免
税
事
業
者
は
課
税
事
業
者
と
な

る
こ
と
を
選
択
す
る
か
否
か
の
判
断
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
が
、
ど
ち
ら
を
選
択
し

て
も
経
営
上
の
課
題
が
あ
る
上
、
現
在
の

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
廃
業
事

業
者
数
の
増
加
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
10
月

か
ら
の
本
制
度
の
実
施
に
は
反
対
で
あ
り
、

こ
れ
が
延
期
さ
れ
る
よ
う
、
請
願
の
採
択

を
求
め
る
。

反
対
意
見　
個
人
事
業
主
や
小
規
模
事
業

者
は
、
日
本
経
済
を
支
え
る
大
切
な
存
在

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
え
な
い
中
で
の
制
度

開
始
と
な
り
、
経
営
上
の
不
安
等
が
あ
る

こ
と
も
十
分
理
解
で
き
る
が
、
制
度
の
変

革
期
や
そ
の
過
渡
期
に
は
必
ず
課
題
が
生

じ
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
開
始
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
こ
の
請
願
に
関
し
て
は
賛
成
し

か
ね
る
。

反
対
意
見　
本
制
度
は
、
益
税
の
解
消
を

図
る
目
的
が
あ
り
、
税
負
担
の
公
平
性
と

い
う
観
点
か
ら
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
制
度
開
始
後
の
一
定
期
間
は
、

免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
に
係
る
経
過

措
置
も
取
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
請
願

に
つ
い
て
は
反
対
で
あ
る
。

委員会での主な質疑



令和 5年（2023 年）2月　くまがや市議会だより　第70号15 非核平和宣言都市・くまがや

　
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
　
　
　

委員長
　中島　千尋
副委員長
　新島　一英
委員
大久保照夫
須永　宣延
黒澤三千夫
林　　幸子
千葉　義浩
白根　佳典

　
都
市
建
設
常
任
委
員
会

委員長
　関口　弥生
副委員長
　小林　國章
委員
富岡　信吾
森　　新一
石川　広己
権田　清志
山下　一男

熊
谷
市
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

問　

公
共
下
水
道
事
業
と
農
業
集
落
排
水

事
業
の
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字
補
塡
に
つ

い
て
、
今
後
の
取
り
扱
い
を
伺
い
た
い
。

答　

下
水
道
事
業
の
中
で
公
共
下
水
道

事
業
と
農
業
集
落
排
水
事
業
に
区
分
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
経
営
状
況
を
的

確
に
把
握
し
、
赤
字
補
塡
の
解
消
を
目
指

し
て
い
く
。

問　

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
な
ど
の

こ
れ
ま
で
の
滞
納
分
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　

公
営
企
業
会
計
で
あ
る
下
水
道
事

業
会
計
で
滞
納
分
を
引
き
継
ぎ
、
滞
納
者

に
は
引
き
続
き
催
告
等
を
行
い
な
が
ら
、

納
付
を
促
し
て
い
く
。

（
経
営
課
）

問　

妻
沼
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業

は
、
今
後
統
合
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

答　

熊
谷
市
農
業
集
落
排
水
施
設
最
適

整
備
構
想
に
お
い
て
妻
沼
水
質
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
の
接
続
を
想
定
し
て
い
る
が
、
同

セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
処
理
能
力
で
は
賄
え

な
い
た
め
、
処
理
施
設
の
改
修
費
や
維
持

管
理
経
費
な
ど
、
詳
細
な
検
討
が
必
要
に

な
る
。

（
農
地
整
備
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
土
木
費
）
に
つ
い
て

問　

債
務
負
担
行
為
の
公
園
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
入

れ
替
え
た
場
合
の
明
る
さ
の
違
い
を
伺
い

た
い
。

答　

現
在
の
公
園
灯
と
同
程
度
と
考
え

て
い
る
。

（
公
園
緑
地
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

問　

設
定
し
た
債
務
負
担
行
為
の
限
度

額
を
超
え
る
可
能
性
は
な
い
の
か
伺
い
た

い
。

答　

物
価
の
高
騰
等
を
見
込
ん
で
設
計

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
な
い

も
の
と
考
え
る
。

（
経
営
課
）

熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

令
和
４
年
度
当
初
賦
課
で
の
１
人
当
た

り
の
所
得
は
お
よ
そ
87
万
円
と
の
こ
と
だ
が
、

所
得
87
万
円
の
単
身
世
帯
、
所
得
１
７
４
万

円
の
２
人
世
帯
、
所
得
２
６
１
万
円
の
３
人

世
帯
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
額
を
伺
い
た
い
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
に
応
じ
て
、
単
身

世
帯
で
は
３
２
０
０
円
、
２
人
世
帯
で
は

８
３
０
０
円
、
３
人
世
帯
で
は
１
万
２
７
０
０

円
の
増
額
と
な
る
。

（
保
険
年
金
課
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
立
大
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
に
つ

い
て

問　

指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
団
体
の
、

本
施
設
に
お
け
る
指
定
状
況
を
伺
い
た
い
。

答　

本
施
設
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
当
該
団
体
を
令
和

４
年
度
ま
で
の
３
年
間
指
定
し
て
い
る
。

（
市
民
活
動
推
進
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
民

生
費
）
に
つ
い
て

問　

特
別
保
育
事
業
に
つ
い
て
、
光
熱
費
や

食
材
費
の
一
部
を
補
助
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
積
算
根
拠
を
伺
い
た
い
。

答　

光
熱
費
に
つ
い
て
は
埼
玉
県
保
育
所
等

物
価
高
騰
対
策
給
付
事
業
を
活
用
し
、
民

間
保
育
所
等
に
対
し
て
利
用
定
員
１
人
に
つ

き
、
１
７
０
０
円
を
助
成
す
る
。
食
材
費
に

つ
い
て
は
、
市
単
独
で
助
成
を
行
う
こ
と
と

す
る
も
の
で
、
民
間
保
育
所
の
月
額
の
平
均

給
食
費
６
０
０
０
円
に
、
物
価
上
昇
率
５
％

を
乗
じ
て
上
昇
分
を
求
め
、
そ
の
12
カ
月
分

の
３
６
０
０
円
を
児
童
１
人
当
た
り
の
単
価

と
し
、
そ
の
単
価
に
入
所
児
童
数
を
乗
じ
た

額
を
計
上
し
た
。

（
保
育
課
）

令
和
４
年
度
熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

問　

こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
の
勧
奨
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
そ
の
勧
奨
に
努
め
た
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

答　
こ
れ
ま
で
年
金
加
入
履
歴
を
基
に
対
象

者
を
把
握
し
て
い
た
が
、
令
和
３
年
10
月
の
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
開
始
に
伴
い
、
社
会
保

険
等
へ
の
加
入
状
況
が
直
接
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
把
握
し
た
者
へ
令

和
４
年
４
月
と
５
月
に
案
内
を
送
付
し
た
。

（
保
険
年
金
課
）

委員会での主な質疑


